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 要  旨 
情報化社会の発展とともに，より高速，より高信頼度のディジタル通信システムの実現が希求
されるすう勢にある．このためにディジタル変調技術や誤り訂正技術が重要な役割を果たしてい
る．1980 年代には，従来は独立に考えられていたディジタル変調技術と誤り訂正技術を一体化し
て，より高能率なシステムを実現しようとする符号化変調方式の提案が相次いだ． 
これまでの研究では，整数符号は符号語につき 1 つの誤りしか訂正できず，またトレリス符号
化変調の性能に及ぶことはなかった．そこで本研究は，誤り訂正能力の向上という目的のため二
重誤り訂正可能な整数符号を導入し，その能力の評価を行う．また，実際の整数符号化によるシ
ンボル誤り確率に近い理論式の導出を行う．そのため，単一誤り訂正誤り訂正可能な整数符号を
定義し，符号化および復号化の方法を示し，そのためのグレイ符号化や積符号の方法を示した．
復号の方法として硬判定や軟判定による復号法を導入し，その効果をそれぞれ確かめた．また単
一誤り訂正可能な整数符号を用いたときのより正確なシンボル誤り確率の上界式を求めシミュレ
ーション結果との比較を行った．その結果，シミュレーションと上界式で得られたシンボル誤り
確率がそれぞれ非常に近い結果となった．同時に計算機シミュレーションによって情報ビット誤
り確率を求め，トレリス符号化変調の情報ビット誤り確率との比較を行った．その結果，単一誤
り訂正可能な整数符号ではいずれの結果もトレリス符号化変調の性能には及ばなかった． 
後半では二重誤り訂正可能な整数符号を定義し，二重誤り訂正可能な重み行列の導出を行い，
QAM への適用方法を示した．そして二重誤り訂正可能な整数符号を用いたときのより正確なシ
ンボル誤り確率の上界式を求めシミュレーション結果との比較を行った．その結果，シミュレー
ションと上界式で得られたシンボル誤り確率がそれぞれ非常に近い結果となった．同時に計算機
シミュレーションにより二重誤り訂正可能な整数符号の硬判定復号法および軟判定復号法を用い
て 64-QAM，256-QAM における情報ビット誤り確率を求め，トレリス符号化変調の情報ビット
誤り確率との比較を行った．その結果，軟判定復号の結果は 64-QAM，256-QAM のそれぞれの
場合においてトレリス符号化変調より約 1dB の符号化利得が得られた． 
整数符号は，ただパリティシンボルの追加，消去だけで簡単に符号化，復号化を行うことがで
き，軟判定復号においてトレリス線図の構築に対する負荷が小さいなど処理の面でも優れ，さら
にトレリス符号化変調の性能を上回ることができるなど，非常に魅力的な符号化方式と言える． 
 
